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　『
復
古
記
』
編
纂
事
業
と
秋
田
藩
維
新
史
像
の
誕
生

畑　

中　

康　

博*

（１）

*秋田県立博物館

　
　

は
じ
め
に

　
『
復
古
記
』
は
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
同
二
十
二
年
に
か
け
て
明
治

政
府
が
編
纂
し
た
全
二
八
九
巻
に
及
ぶ
戊
辰
戦
争
の
史
書
で
あ
る
。
こ
の
編
纂
に

あ
た
り
、
政
府
は
全
国
の
武
家
華
族
や
堂
上
華
族
か
ら
資
料
を
提
出
さ
せ
た
。
ま

さ
に
明
治
日
本
黎
明
期
の
総
力
を
挙
げ
て
の
史
書
編
纂
事
業
だ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
『
復
古
記
』
編
纂
の
目
的
は
戊
辰
戦
争
に
勝
利
し
た
新
政
府
の
正
当
性
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、『
復
古
記
』
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
、

そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
歴
史
的
に
正
し
く
な
い
と
の
評
価
が
下
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た（
１
）。

中
で
も
箱
石
大
は
、華
族
た
ち
が
戊
辰
戦
争
直
後
に
作
成
し
『
復
古
記
』

編
纂
時
に
提
出
資
料
と
し
た
「
戦
場
届
書
」
に
着
目
し
、
提
出
資
料
自
体
に
歴
史

的
事
実
と
異
な
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る（
２
）。
つ
ま
り
、
歴
史
的
に
正
し

く
な
い
『
復
古
記
』
の
記
述
は
、
歴
史
的
に
正
し
く
な
い
提
出
資
料
の
上
に
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

小
稿
は
箱
石
論
考
を
踏
ま
え
た
上
で
、
旧
秋
田
藩
主
家
の
佐
竹
義
脩
が
『
復
古

記
』
編
纂
の
際
に
政
府
へ
提
出
し
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を
取
り
上
げ
、

次
の
二
点
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
第
一
は
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を

記
し
た
佐
竹
義
脩
が
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
駆
使
し
て
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪

い
事
実
を
隠
蔽
し
て
い
た
か
で
あ
る
。慶
応
四
年（
一
八
六
八
）東
北
戊
辰
戦
争
時
、

秋
田
藩
は
新
政
府
―
奥
羽
列
藩
同
盟
―
新
政
府
と
藩
論
が
変
化
し
た
。
こ
の
変
化

を
佐
竹
は
ど
の
よ
う
に
糊
塗
し
よ
う
と
し
た
か
、
こ
こ
に
着
眼
点
を
絞
っ
て
『
戊

辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を
見
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
第
二
に
『
復
古
記
』
編
纂
の

た
め
に
佐
竹
が
作
成
し
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
が
、
提
出
資
料
と
し
て
の

役
割
を
終
え
た
後
、
地
元
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
で
あ
る
。
結
論
か
ら
い
う

と
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
は
『
復
古
記
』
編
纂
を
行
っ
て
い
た
政
府
修
史
館

へ
提
出
さ
れ
た
後
、
秋
田
県
で
行
わ
れ
た
他
の
維
新
史
編
纂
事
業
に
利
用
さ
れ
続

け
た
。
中
央
に
お
け
る
維
新
史
編
纂
事
業
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
『
戊
辰
戦
争
前

後
之
事
実
』
が
、
地
方
に
お
け
る
維
新
史
編
纂
の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
は
、
地
方
に
お
け
る
維
新
史
像
の
誕
生
は
、
国
家
と
の
関
わ
り
の
中
で

誕
生
し
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

　

小
稿
で
は
、
右
の
二
つ
の
視
点
か
ら
、
地
方
に
お
け
る
維
新
史
像
誕
生
の
プ
ロ

セ
ス
と
定
説
化
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

１　

佐
竹
義
脩
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
の
特
質

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
、
政
府
は
『
復
古
記
』
編
纂
事
業
を
開
始
し
、

翌
六
年
五
月
八
日
、
武
家
華
族
に
対
し
慶
応
三
年
か
ら
慶
応
四
年
十
月
に
か
け
て

の
事
実
を
書
き
上
げ
て
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た（
３
）。こ

れ
を
受
け
て
佐
竹
義
脩
は『
戊

辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
三
月
二
日
付
け
で
太
政
官
へ

提
出
し
た
。
こ
の
時
提
出
さ
れ
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
は
、
佐
竹
か
ら
提

出
さ
れ
た
他
の
資
料
と
合
わ
せ
て
『
佐
竹
義
脩
家
記
』
と
名
づ
け
ら
れ
、
現
在
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
４
）。
ま
た
、
佐
竹
家
に
残
さ
れ
た
控
は
、

現
在
秋
田
県
公
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る（
５
）。

　
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
に
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
十
五
日
か

ら
同
年
十
月
二
十
一
日
ま
で
の
秋
田
藩
の
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全
体
を
概
観
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す
る
と
、
新
政
府
が
秋
田
藩
に
対
し
庄
内
藩
へ
の
攻
撃
を
命
じ
、
こ
れ
を
受
け
て

四
月
十
六
日
に
戦
端
を
開
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
仙
台
藩
と
米
沢
藩

が
東
北
諸
藩
の
代
表
を
白
石
に
集
め
、
庄
内
藩
と
会
津
藩
の
寛
典
を
新
政
府
に
請

う
た
め
両
藩
へ
の
出
兵
停
止
を
決
め
、
こ
れ
に
秋
田
藩
代
表
の
家
老
戸
村
十
太
夫

が
国
許
に
諮
る
こ
と
な
く
独
断
で
調
印
し
た
た
め
、
秋
田
藩
は
庄
内
出
兵
を
停
止

し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
後
七
月
四
日
、
藩
主
佐
竹
義
堯
は
東
北
諸
藩
と
決

別
し
新
政
府
側
に
つ
く
こ
と
を
決
意
し
、
こ
れ
に
よ
り
秋
田
藩
は
庄
内
藩
・
仙
台

藩
・
盛
岡
藩
等
と
戦
い
、
勝
者
と
な
っ
た
こ
と
が
最
後
に
記
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
秋
田
藩
の
藩
論
が
新
政

府
―
奥
羽
列
藩
同
盟
―
新
政
府
と
揺
れ
動
く
原
因
を
作
っ
た
の
が
、
戸
村
十
太
夫

の
責
任
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
記
載
を
見
る
こ
と
に
し
よ

う（
６
）。

　

一�

戸
村
十
太
夫
仙
台
ニ
於
テ
、列
藩
盟
約
調
印
之
義
一
向
心
得
候
事
ニ
ハ
無
之
、

兼
て
当
人
義
モ
勤
王
無
二
之
心
得
ニ
有
之
所
、
畢
竟
仙
藩
ニ
被
欺
候
ニ
可
有

之
候
得
共
、
大
切
之
事
件
自
己
之
決
意
ヲ
以
調
印
イ
タ
シ
候
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
話
は
事
実
と
は
異
な
る
。
昭
和
三
十
四
年
、
戸
村
家
の
末
裔
が

同
家
に
伝
来
し
て
い
た
資
料
を
秋
田
県
立
秋
田
図
書
館
に
寄
贈
す
る
が
、
こ
の
中

に
右
の
話
を
否
定
す
る
書
状
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
昭
和
三
十
六
年
刊
行

の
『
秋
田
県
史
』
第
四
巻
維
新
編
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
戸
村
独
断
調
印
の
話
が
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
広
く
周
知
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
戸
村
独
断
調
印
説
を
覆
し
た
書

状
と
は
、
閏
四
月
二
十
一
日
付
で
白
石
の
戸
村
へ
宛
て
た
国
許
の
宇
都
宮
鶴
山
・

小
野
岡
右
衛
門
・
石
塚
源
一
郎
・
小
鷹
狩
源
太
・
岡
本
又
太
郞
の
五
家
老
の
書
状

で
、
と
り
わ
け
次
の
箇
所
が
注
目
に
値
す
る（
７
）。

　

一�

会
津
謝
罪
ニ
付
諸
藩
衆
議
相
決
し
寛
大
之
御
処
置
嘆
願
総
督
え
差
出
候
由
ニ

て（
中
略
）奥
羽
一
同
之
事
ニ
て
御
家
斗
り
御
相
談
御
加
り
無
之
候
て
は
追
々

御
不
都
合
ニ
も
相
成
候
故
、
衆
議
御
同
意
ニ
被
成
置
度
被
思
召
候
間
、
左
様

御
承
知
被
成
下
度
奉
存
候
。

　

こ
こ
に
は
、
会
津
藩
へ
の
寛
大
な
処
置
を
願
い
出
る
の
は
東
北
諸
藩
全
体
の
動

き
で
あ
り
、
こ
れ
に
秋
田
藩
だ
け
加
わ
ら
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
考
え

を
藩
主
が
思
し
召
さ
れ
て
い
る
と
あ
る
。

　

更
に
戸
村
が
白
石
盟
約
に
調
印
し
た
報
告
に
対
し
、
閏
四
月
二
十
九
日
付
で
国

許
の
家
老
が
戸
村
に
送
っ
た
次
の
書
状
も
注
目
に
値
す
る（
８
）。

　

一�

討
庄
之
軍
将
は
（
中
略
）
元
陳
所
よ
り
引
揚
ケ
候
様
御
達
被
成
候
由
至
極
之

御
都
合
と
奉
存
候
。
就
て
は
大
和
殿
始
よ
り
別
紙
之
通
御
領
内
へ
引
揚
ケ
候

様
に
と
被
仰
出
、
今
日
申
達
候
事
ニ
御
座
候
。
御
心
得
迄
申
上
置
候
。

　

こ
こ
に
は
盟
約
の
申
し
合
わ
せ
に
従
い
「
陳
所
よ
り
引
き
揚
げ
」
つ
ま
り
庄
内

出
兵
を
停
止
す
る
と
あ
る
。
つ
ま
り
右
の
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
秋
田
藩
の
奥
羽

列
藩
同
盟
加
盟
は
戸
村
十
太
夫
の
独
断
で
は
な
く
、
藩
主
を
始
め
と
す
る
国
許
の

家
老
か
ら
の
指
示
で
あ
り
、
庄
内
出
兵
の
停
止
も
盟
約
調
印
を
了
承
し
た
国
許
か

ら
の
指
示
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
二
通
の
書
状
の
存
在
か
ら
、
佐
竹
義
脩
が
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
に

お
い
て
、
秋
田
藩
の
奥
羽
列
藩
同
盟
加
盟
は
戸
村
に
責
任
が
あ
る
と
い
う
の
は
誤

り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
佐
竹
義
脩
が
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を
記
し
た
の
は

戊
辰
戦
争
か
ら
七
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、
戦
争
時
の
藩
主
佐
竹
義
堯
、
戸
村

十
太
夫
、そ
し
て
戸
村
に
書
状
を
出
し
た
五
人
の
家
老
と
も
全
員
存
命
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
明
治
政
府
へ
提
出
さ
れ
る
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
に
描
か
れ
た
歴

史
像
は
、
戸
村
の
沈
黙
と
、
関
係
者
た
ち
の
意
図
的
な
事
実
の
忘
却
の
上
に
成
り

立
つ
虚
像
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

２　

史
料
操
作
の
手
法

　

次
に
佐
竹
義
脩
が
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
編
纂
の
際
に
ど
の
よ
う
な
資
料

を
集
め
、
史
料
操
作
を
行
っ
た
の
か
を
述
べ
る
。

　

秋
田
藩
庁
が
置
か
れ
て
い
た
久
保
田
城
内
の
文
書
類
は
、
明
治
四
年

（
一
八
七
一
）
廃
藩
置
県
に
伴
い
、
行
政
に
関
す
る
も
の
は
秋
田
県
庁
、
そ
れ
以

外
の
も
の
は
旧
藩
主
佐
竹
家
に
分
け
ら
れ
た
。
実
は
県
庁
文
書
の
中
に
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
十
一
月
十
三
日
付
で
、
佐
竹
義
脩
家
扶
・
石
井
定
之
丞
が
秋
田
県

（２）
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令
国
司
仙
吉
に
宛
て
て
『
公
務
控
』
を
借
用
し
た
い
旨
の
願
い
を
出
し
て
い
る（
９
）。

　
　

�
先
般
於
東
京
、
御
維
新
以
来
之
御
達
並
願
伺
届
書
写
至
急
可
指
出
旨
、
御
布

告
ニ
相
成
候
得
共
、
右
書
類
庚
午
分
於
同
処
控
無
之
ニ
付
、
御
当
県
え
願
申

上
、
同
年
分
公
務
控
拝
借
写
取
為
差
登
候
様
従
四
位
佐
竹
義
脩
ヨ
リ
申
越
候

故
、
右　

御
記
録
拝
借
被
仰
付
被
下
度
奉
願
候
。

　
『
公
務
控
』
と
は
慶
応
四
年
一
月
か
ら
明
治
五
年
三
月
ま
で
藩
庁
及
び
県
庁
で

書
き
継
が
れ
た
日
誌
で
あ
る
。
引
用
資
料
中
に
、佐
竹
家
で
は
庚
午
（
明
治
三
年
）

分
の
『
公
務
控
』
を
所
蔵
し
て
い
な
い
の
で
県
庁
か
ら
借
用
し
て
写
し
取
り
、
そ

の
写
本
を
東
京
へ
送
る
と
あ
る
。
借
用
の
目
的
は
、
政
府
か
ら
維
新
以
来
の
資
料

を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
た
め
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
国
史
編
修
ニ
付
、
維

新
以
来
地
方
施
治
沿
革
等
、
左
ノ
例
則
二
依
り
叙
記
シ
、
正
院
歴
史
課
へ
可
差
出
、

此
旨
相
達
候
事
」
と
あ
る
明
治
七
年
十
一
月
十
日
の
太
政
官
達
第
一
四
七
号
に
他

な
ら
な
い
。
佐
竹
義
脩
が
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
編
纂
に
際
し
て
明
治
三
年

分
の
『
公
務
控
』
の
み
借
用
し
た
と
い
う
こ
と
は
、そ
れ
以
外
の
年
の
『
公
務
控
』

の
写
し
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
現
在
『
公

務
控
』
を
所
蔵
し
て
い
る
秋
田
県
公
文
書
館
に
は
、
県
庁
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の

と
佐
竹
家
よ
り
伝
来
し
た
二
種
類
の
『
公
務
控
』
が
あ
る（

（（
（

。

　

佐
竹
義
脩
が
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
の
作
成
に
際
し
て
、
す
べ
て
の
写
本

を
揃
え
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
『
公
務
控
』
を
重
視
し
て
い
た
形
跡
が
窺
え
る
。

『
公
務
控
』
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
六
月
二
十
二
日
条
に
は
、
秋
田
藩
の
奥
羽

列
藩
同
盟
加
盟
は
戸
村
の
独
断
で
調
印
し
た
と
す
る
記
述
が
あ
る（

（（
（

。

　

一�

①
弁
事
御
役
所
え
御
届
書
差
出
左
之
通
。

　
　

�

兼
て
沢
様
ニ
御
附
属
仕
居
候
弊
国
杉
浦
九
郎
と
申
者
、
五
月
廿
七
日
秋
田
領

大
館
と
申
処
出
足
、
箱
館
へ
罷
越
同
処
よ
り
乗
船
、
六
月
七
日
横
浜
着
船
②

昨
廿
一
日
御
当
地
え
到
着
仕
候
。
右
之
者
申
立
候
趣
左
ニ
奉
申
上
候
。

　

一�

京
都
并
江
戸
え
差
向
、
秋
田
よ
り
都
合
四
組
飛
脚
差
立
候
得
共
、
通
路
悉
く

敵
地
ニ
相
成
候
故
、
空
敷
中
途
よ
り
引
帰
候
由
。

　

一�

五
月
九
日
沢
三
位
様
秋
田
城
学
館
え
御
着
。
尤
薩
長
藩
之
兵
士
等
三
百
五
十

人
斗
御
附
添
申
上
居
候
由
。
同
所
え
主
人
中
将
も
罷
出
御
面
謁
仕
候
。
此
頃

よ
り
四
境
多
分
敵
ニ
相
成
、
賊
徒
頻
ニ
相
囲
候
ニ
付
因
循
論
差
起
り
、
沢
様

御
安
心
之
御
場
合
ニ
も
至
り
兼
、
箱
館
之
方
へ
御
越
之
趣
ニ
て
同
日
御
出
立

ニ
相
成
候
処
、
津
軽
ニ
て
弊
領
之
大
木
を
切
倒
し
御
通
路
を
差
塞
、
南
部
も

同
様
之
趣
ニ
付
、大
館
之
一
門
佐
竹
大
和
之
居
城
ニ
て
堅
固
之
場
所
柄
ニ
付
、

同
処
ニ
御
滞
留
、
其
内
弊
藩
よ
り
及
応
接
候
処
、
此
節
ハ
両
藩
共
模
様
相
替

り
候
得
共
、
猶
沢
様
は
同
所
ニ
御
滞
留
、
其
後
能
代
湊
え　
　

御
帰
り
之
由
。

　

一�

仙
台
其
外
諸
賊
共
秋
田
之
領
口
ニ
迫
り
、
沢
様
と
薩
長
之
藩
士
と
も
引
離
し

候
様
厳
重
ニ
申
入
候
ニ
付
、
弊
藩
も
一
応
は
俗
論
差
起
り
候
処
、
此
節
は
俗

論
も
一
定
ニ
相
成
、
官
軍
と
共
ニ
斃
候
覚
悟
罷
在
候
由
。

　

一�

右
以
前
③
奥
州
白
石
へ
罷
越
候
弊
藩
戸
村
十
太
夫
・
金
大
之
進
と
申
者
、
自

己
之
了
簡
を
以
其
盟
約
書
え
調
印
ニ
及
候
処
、
帰
国
後
主
人
よ
り
叱
申
付
、

附
て
仙
台
へ
使
者
と
し
て
江
間
伊
織
・
根
岸
靱
負
と
申
者
差
遣
し
、
④
右
調

印
之
儀
は
中
将
申
付
候
儀
ニ
は
無
之
、
十
太
夫
等
一
己
之
所
存
ニ
候
旨
断
ニ

相
成
候
由
。

�

〈
傍
線
筆
者
〉

　

こ
こ
に
は
文
中
傍
線
部
③
で
奥
羽
列
藩
同
盟
に
秋
田
藩
が
加
盟
し
た
の
は
、
白

石
会
議
に
臨
ん
だ
戸
村
十
太
夫
（
と
金
大
之
進
）
の
独
断
に
よ
る
と
あ
る
。
加
え

て
傍
線
部
④
に
は
、
同
盟
調
印
は
藩
主
の
指
示
で
は
な
い
と
あ
る
。

　

佐
竹
義
脩
は
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
で
戸
村
独
断
調
印
の
話
を
説
く
が
、

そ
れ
は
資
料
的
な
裏
づ
け
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
管
見
の

限
り
『
公
務
控
』
以
外
に
慶
応
四
年
六
月
の
時
点
で
戸
村
独
断
調
印
を
説
い
た
資

料
を
見
た
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
右
の
資
料
は
大
き
な
意
味
を
持
つ
が
、
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
傍
線
部
②
か
ら
『
公
務
控
』
慶
応
四
年
六
月

二
十
二
日
条
が
書
か
れ
た
場
所
が
京
都
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
秋
田

藩
が
新
政
府
の
意
向
に
従
わ
な
い
理
由
を
問
わ
れ
た
京
都
留
守
居
が
、
戸
村
十
太

夫
が
独
断
で
奥
羽
列
藩
同
盟
に
調
印
し
た
た
め
と
弁
明
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
新

政
府
の
弁
事
御
役
所
へ
届
け
た
こ
と
が
傍
線
部
①
か
ら
分
か
る
。
従
っ
て
同
時
代

に
書
か
れ
た
戸
村
独
断
調
印
の
話
は
、
当
事
者
た
ち
と
無
関
係
の
人
物
に
よ
り
作

り
上
げ
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
言
え
る
。

（３）
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佐
竹
義
脩
は
、
秋
田
藩
の
奥
羽
列
藩
同
盟
加
盟
に
つ
い
て
藩
主
の
指
示
で
あ
っ

た
こ
と
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
戸
村
独
断
調
印
説
を
作
り
上
げ
る
が
、
そ
れ
は
全
く

の
創
作
で
は
な
く
、『
公
務
控
』
の
記
載
を
論
拠
に
し
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い

え
る
。

　

３　
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
の
写
本
及
び
引
用
の
状
況

　　

佐
竹
義
脩
が
作
成
し
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
『
復

古
記
』
編
纂
を
行
う
政
府
へ
提
出
し
た
時
点
で
役
割
を
終
え
る
は
ず
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
明
治
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
史
の
文
献
で
は
、
い
ず
れ

も
佐
竹
義
脩
が
作
り
上
げ
た
戸
村
独
断
調
印
説
が
登
場
す
る（

（（
（

。
こ
れ
は
『
戊
辰
戦

争
前
後
之
事
実
』
が
引
用
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
一
月
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
の
写
し
が
「
戊

辰
叛
賊
征
討
記
」
と
し
て
秋
田
県
庁
庶
務
課
文
書
掛
に
常
備
さ
れ
た（

（（
（

。
名
称
こ
そ

異
な
る
が
、
内
容
は
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。『
戊
辰

戦
争
前
後
之
事
実
』
が
、編
纂
十
年
後
に
県
庁
備
え
付
け
の
資
料
と
な
っ
た
の
は
、

こ
の
時
期
県
庁
で
秋
田
藩
史
の
編
纂
が
企
画
さ
れ
、そ
の
戊
辰
戦
争
編
と
し
て「
戊

辰
叛
賊
征
討
記
」
と
名
を
変
え
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
が
使
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
藩
史
編
纂
計
画
は
実
現
せ
ず
、
編
纂
関
係
の
資
料

は
狩
野
徳
蔵
と
い
う
人
物
に
利
用
さ
れ
、狩
野
は
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）『
戊

辰
出
羽
戦
記
』
を
出
版
し
た（

（（
（

。
狩
野
徳
蔵
の
『
戊
辰
出
羽
戦
記
』
は
一
般
の
人
が

読
む
こ
と
の
で
き
る
初
の
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
史
の
著
述
で
あ
り
、
同
書
巻
頭
に
あ

る
参
考
文
献
の
一
つ
に
「
佐
竹
播
磨
守
戊
辰
戦
争
届
書
」
が
あ
る
。
佐
竹
義
脩
の

旧
官
途
名
が
播
磨
守
で
あ
る
こ
と
か
ら
、右
の
届
書
は
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』

に
他
な
ら
な
い
。
狩
野
の
『
戊
辰
出
羽
戦
記
』
を
読
む
と
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事

実
』
と
同
様
、
戸
村
独
断
調
印
の
話
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

狩
野
徳
蔵
の
『
戊
辰
出
羽
戦
記
』
を
皮
切
り
に
、
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
史
の
著

述
は
明
治
二
十
年
代
か
ら
多
く
の
編
著
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、

そ
の
い
ず
れ
も
が
戸
村
独
断
調
印
説
を
引
用
し
て
い
る
。〈
表
１
〉
そ
の
結
果
、

『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
で
描
か
れ
た
戸
村
独
断
調
印
説
は
、
昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六
一
）
に
『
秋
田
県
史
』
第
四
巻
維
新
編
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、
誰
か
ら

も
疑
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
秋
田
藩
戊
辰
戦
争
史
像
の
中
心
的
な
言
説
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
こ
か
ら
、
地
方
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
史
像
・
維
新
史
像
の
誕
生
は
、
明
治
政

府
が
行
う
『
復
古
記
』
編
纂
事
業
と
大
い
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
か
つ
、
政
府
へ

の
提
出
資
料
に
描
か
れ
た
歴
史
像
は
、
地
域
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
史
・
維
新
史
編

纂
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

（４）

〈表 1〉明治・大正期の秋田藩維新史文献一覧
№ 著述名 著者 年代
1 戊辰戦争前後之事実 佐竹義脩 明治７年

2 戊辰秋田勤王記・戊辰
秋田戦争記

佐竹義生（佐竹家戊辰
勤王記編輯方） 明治21年

3 秋田藩戊辰私記 小野崎通亮 明治22年
4 戊辰出羽戦記 狩野徳蔵 明治23年

5 秋田藩事蹟集 佐竹義生
（佐竹家編輯委員会） 明治25年

6 奥羽戊辰之形勢 大久保鉄作 明治27年
7 秋田沿革史大成 橋本宗彦 明治29年
8 新編北羽発達史 佐久間舜一郎 明治41年
9 秋田藩戊辰勤王始末 秋田県知事官房 明治41年
10 秋田戊辰勤王史談 後藤寅之助 大正４年
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お
わ
り
に

　

以
上
小
稿
で
は
、
明
治
政
府
が
行
っ
た
『
復
古
記
』
編
纂
事
業
に
際
し
、
佐
竹

義
脩
が
提
出
し
た
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
を
取
り
上
げ
、
提
出
資
料
の
性
格

と
資
料
作
成
の
様
相
、
そ
し
て
提
出
資
料
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
後
に
地
元
秋

田
県
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

ま
ず
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
の
性
格
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
藩
主
家
に
と
っ

て
不
利
と
な
る
事
実
が
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
慶
応
四
年

（
一
八
六
八
）
東
北
戊
辰
戦
争
時
、
秋
田
藩
の
藩
論
は
新
政
府
―
奥
羽
列
藩
同
盟

―
新
政
府
と
変
化
し
た
が
、
佐
竹
義
脩
は
こ
の
藩
論
の
変
化
に
つ
い
て
、
白
石
会

議
・
仙
台
会
議
に
参
加
し
た
家
老
・
戸
村
十
太
夫
が
独
断
で
調
印
し
た
た
め
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
歴
史
的
に
正
し
く
な
く
、
実
際
は
藩
主

の
指
示
に
よ
り
調
印
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
『
復
古
記
』
は
、
歴
史
的

に
正
し
く
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
た
資
料
が
集
め
ら
れ
て
編
纂
さ
れ
た
、
い
わ
ば
虚

像
の
集
合
体
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

次
に
、
佐
竹
義
脩
は
秋
田
藩
の
奥
羽
列
藩
同
盟
加
盟
を
戸
村
十
太
夫
の
独
断
調

印
と
す
る
話
を
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
た
か
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
佐
竹

が
提
出
資
料
作
成
時
に
収
集
し
た
『
公
務
控
』
の
慶
応
四
年
六
月
二
十
二
日
条
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
し
か
し
『
公
務
控
』
に
書
か
れ
た
戸
村
独
断
調
印
の
話

は
、
新
政
府
の
役
人
か
ら
秋
田
藩
が
積
極
的
に
新
政
府
側
へ
加
担
し
な
い
理
由
を

問
わ
れ
た
京
都
留
守
居
の
弁
明
の
言
葉
だ
っ
た
。
秋
田
藩
が
奥
羽
列
藩
同
盟
に
加

盟
し
た
直
後
に
、戸
村
の
独
断
に
よ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
は『
公

務
控
』
の
み
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
佐
竹
義
脩
が
こ
れ
を
利
用
し
て
『
戊
辰

戦
争
前
後
之
事
実
』
に
戸
村
独
断
調
印
の
話
を
書
い
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

最
後
に
『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』
が
政
府
へ
提
出
さ
れ
た
後
、
地
元
秋
田
県

で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
の
か
で
あ
る
が
、
同
書
は
他
の
維
新
史
編
纂
の
基
礎
資

料
と
し
て
使
わ
れ
続
け
、
特
に
戸
村
独
断
調
印
の
話
は
全
て
の
秋
田
藩
維
新
史
の

文
献
に
引
用
さ
れ
続
け
た
。
こ
こ
か
ら
地
方
に
お
け
る
戊
辰
戦
争
史
像
な
い
し
維

新
史
像
は
、『
復
古
記
』
編
纂
と
い
う
国
家
事
業
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
誕
生
し

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

註（
１
）　�

大
久
保
利
謙『
日
本
近
代
史
学
の
成
立
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
）、

田
中
彰『
明
治
維
新
観
の
研
究
』（
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

一
九
八
七
）、
宮
地
正
人「『
復
古
記
』原
史
料
の
基
礎
的
研
究
」（『
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』一
、一
九
九
一
）

（
２
）　�

箱
石
大「
戊
辰
戦
争
史
料
論
」（
明
治
維
新
史
学
会
編『
明
治
維
新
史
料
学
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
）

（
３
）　

太
政
官
達
第
一
五
一
・
一
五
二
号

（
４
）　
「
佐
竹
義
脩
家
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所4175-10000

）

（
５
）　�『
戊
辰
戦
争
前
後
之
事
実
』（A

S212.1-78-1･2

）以
下
資
料
番
号
は
秋
田
県

公
文
書
館
所
蔵
資
料
の
番
号
。

（
６
）　

前
掲
註（
５
）史
料

（
７
）　
「
十
太
夫
宛　

岡
本
又
太
郎
書
状　

附
泉
恕
助
書
状
」（A

T
212.1-66-1

）

（
８
）　
「
十
太
夫
宛　

小
野
岡
右
衛
門
書
状
」（A

T
212.1-85

）

（
９
）　
「
第
一
課
記
録
掛
事
務
簿 

明
治
六
年
ョ
リ
八
年
マ
デ
」（930103-8243

）

（
10
）　�

秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
の
県
庁
本
・
佐
竹
本
二
種
類
の『
公
務
控
』に
つ
い

て
は
、
菊
池
保
男「
公
務
控
に
見
る
八
坂
丸
外
債
事
件
」（
秋
田
県
公
文
書

館
研
究
紀
要
』八（
秋
田
県
公
文
書
館
、
二
〇
〇
二
）に
詳
し
い
。

（
11
）　
『
公
務
控
』（930103-11220

）慶
応
四
年
六
月
二
十
二
日
条

（
12
）　�

明
治
時
代
に
形
成
さ
れ
た
秋
田
藩
維
新
史
像
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
明
治
時
代
に
お
け
る
秋
田
藩
維
新
史
像
の
形
成
」（『
日
本
歴
史
』

七
七
四
、二
〇
一
二
年
一
一
月
号
）参
照
。

（
13
）　
「
戊
辰
叛
賊
征
討
記
」（930103-11476

）

（
14
）　�

明
治
十
九
年
、秋
田
県
庁
に
お
い
て『
秋
田
県
略
史
』の
編
纂
が
計
画
さ
れ
、

そ
の
中
で
佐
竹
義
生
の『
戊
辰
秋
田
勤
王
記
』『
戊
辰
秋
田
戦
争
記
』五
冊

は
、
略
史
附
録『
討
賊
始
末
』四
冊
に
編
集
さ
れ
た
。『
秋
田
県
略
史
』編
纂

（５）
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事
業
は
中
止
さ
れ
、
編
纂
途
中
の
原
稿
類
は
そ
の
ま
ま
県
庁
に
置
か
れ
た

が『
討
賊
始
末
』は
狩
野
徳
蔵
が
持
ち
出
し
た
。
狩
野
徳
蔵
の
蔵
書
は
、
同

人
の
死
後
秋
田
県
に
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
中
に
秋
田
県
蔵
書
印
つ
き
の『
討

賊
始
末
』（
狩117

）が
あ
る
。
つ
ま
り
、
狩
野
徳
蔵
は
秋
田
県
庁
か
ら
持

ち
出
し
た『
討
賊
始
末
』を
も
と
に『
戊
辰
出
羽
戦
記
』を
書
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（６）
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